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健康増進法の一部を改正する法律が施行されたことにより、多く の施設の屋内は原則禁煙

となりましたが、「 屋外において喫煙をする際、望まない受動喫煙が生じさせることがないよ

う周囲の状況に配慮しなければならない。」とされています。

また、名古屋市では、令和2年3月「 名古屋市子どもを受動喫煙から守る条例」を施行し、子

どもの受動喫煙を防止するため、屋外の分煙に関する対策を講じることとしております。

このため、本市では、この事業の実施により、屋外分煙施設の普及を図り、屋外の分煙対策

を推進することで、望まない受動喫煙を減らし、子どもの健やかな育ちを支援するとともに、

市民の健康で快適な生活の維持向上を図ります。

喫煙者が多く 、受動喫煙の影響が大きい名古屋駅や栄など都心部の重点整備区域に

おける、屋外分煙施設の設置を促進するため、新たに施設運用を支援する運用費用助成

を開始しました。

合わせて、都心部の重点整備区域内の施設の継続利用期間を最低5年から最低3年に

短縮しました。

第１章

1 事業の目的

2 新たな助成の開始（ 令和6年度）

名古屋市屋外分煙施設設置費用
助成事業の概要

重点整備区域（ 赤い太線で囲まれた網掛けの区域）
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名古屋
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尾頭橋

丸の内

亀島本陣

太閤通

浅間町

国際センター 伏見
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上前津

東別院

荒畑

空
港
線

41
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JCT
JCT

JCT
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・設置場所が名古屋市内（ ただし、健康増進法に定める第一種施設の敷地は除く 。）

・施設の全部の場所を喫煙する場所とする屋外の分煙施設

4 助成の対象施設

・ 設置費用助成 ： 屋外分煙施設の設置（ 既存施設を改修する場合等を含む。）に係

る費用を助成

・ 運用費用助成 ： 上記の助成金により設置した都心部の重点整備区域内の施設を

対象に、設置した翌年度から施設運用に係る費用を助成

予算の範囲内で助成します。　

・ 設置費用助成 ： 助成率10分の10 限度額 300万円（ 設置年度のみ助成)

・ 運用費用助成 ： 年間144万円（ 設置の翌年度から最大5年間助成)

・パーティション、コンテナの購入、設置等に係る経費

・屋外分煙施設と併せて設置することが必要であると認められる、防犯カメラ等附属

物の購入、設置等に係る経費

・屋外分煙施設の管理に必要であると認められる、灰皿、清掃中であることを示す看

板等備品の購入経費

5 助成の種類

6 助成額等

7 設置費用助成に係る助成対象経費

・名古屋市内の土地又は建物を所有若しく は使用する者又は団体。

・ただし、国、独立行政法人及び地方公共団体を除く 。

3 助成の対象者
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8 助成対象施設の構造等要件

良 い 例

良 い 例

壁

壁は、身長よりも十分に高いもの（ 2.5m以

上）としてく ださい。

四方の壁の下は10cm以下の 間※を設
けてく ださい。

また、壁の一部は防犯上の観点から 、

透明な箇所を設けてく ださ い。

四方の壁の下に 間がないものや、 間

が大きすぎるものは認められません。

施設の立地状況により、壁下からの煙の

流出を防ぐため壁の一部の 間をなく

す必要があります。

2.5m未満のものやフェンス等煙を通すも

のは設置を認めません。

10cm
以下の 間

10cm
以下の 間

四方の壁の下部に給気用の 間を設け、すべての箇所で10cm以下※とすること。
※設置場所に勾配がある場合でも、幕板等を設置し四方の壁の下部の 間は10cm

以下とすること

●壁の高さが一定程度（ 2.5～3m程度）あること。

1 パーティション型 ・・・・・ 壁で囲まれ、かつ上方が解放された構造物

●

事 項 内 容

2.5m
以上

70
cm

身長
180
cm

＋

交付申請の前に、構造や設置位置等について、本市と事前調整をしてく ださい。
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望 ま し い 例

●出入口に煙の流出防止のためのクランクを設けること。

屋根を設置する場合、覆いは半分程度と

すること 。

施設を設置する場所が軒下など上部に煙が滞留しやすい場合は、換気扇等排気設備

を設置すること 。

屋根は施設上方をすべて覆う も

のは認めません。

出入口

屋 根

良 い 例

・屋外分煙施設の出入口から喫煙エリア

へは必ず１回以上クランクを設けてく だ

さい。（ 2回以上が望ましい）

・ クランク部の内壁は出入口側の外壁と

十分に重なるよう 設置してく ださ い。

クランクを設けないものは、望まな

い受動喫煙が生じる可能性が高く 、

設置を認めません。

出入口の幅員は車いすの通行を配

慮し 90cmが望ましい。

屋根を設置すると施設内にたばこの煙が籠もり、周囲への受動喫煙の曝露が増

加します。

施設に屋根を設置する場合は施設上方の一部とし、4方向に開口部を設け、屋根

は勾配をつけるとともに、主たる開口部は人通りの少ない場所に向けること。

●

●

事 項 内 容
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2 コンテナ型・・・・ 壁及び天井で囲まれ、屋外排気設備（ 換気扇等）のある閉鎖系の構造物

●

●

●

排気口が天井近く の高い位置にあり、排気ダクト の向きは人通りの少ない場所に向いて

いること。

屋外排気設備は適正な能力を有するものとし 、また、外壁等の下部には排気風量に見

合った大きさのガラリを設けることなどにより、施設内の給排気を適正に処理すること。

出入口を開放した際の開口面において、施設内に向かう気流が0 .2m /秒以上確保され

る換気扇等を設置すること。

排気ダクト は隣地側や歩道側に向けないよう 配慮が必要です。

気流
0.2m/秒
以上

店舗等の利用者や通行人から分かりやすい

場所で、非喫煙者の動線からは離れた場所

に設置して下さい。

施設設置場所の前面道路が通学路や隣接

する建物が病院・学校・児童福祉施設等の

場合は、設置位置等について特に注意して

く ださい。

マンション等の近い場所に設置すると 、

住民等に望まない受動喫煙が生じるおそ

れがあります。

施設の設置場所は、建物の屋上や裏側は

原則認められません。

設 置

場所等

●屋外分煙施設の設置について、設置場所に隣接する建物の居住者等に周知し、理解を得るように
努めてく ださい。

9 受動喫煙対策等の措置
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法令等の遵守

屋外分煙施設

の表示

屋外分煙施設が喫煙可能場所であること及び20歳未満の者が立

入禁止であることが分かる表示を掲示すること。

なお、表示は、外国人を含め、誰でもその内容が理解できるものとす

るよう十分留意すること。

通行人等からわかる大きさの標識にすること。

(A3サイズ以上が望ましい。)

●

●

●

建築基準法や消防法の基準を満たすこと。

障害者差別解消法（ 合理的配慮の提供）や出入口の幅員等

環境の整備について福祉都市環境整備指針を考慮すること。

●
●

事 項 内 容

標識の例

公 共 利 用

20歳未満の方は

立ち入りできません。

加熱式たばこも喫煙可能です。

PUBLIC SPACE

SMOKING
AREA

屋 外 分 煙 施 設
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定 員

公共利用かつ
無料利用

利用者から使用料等を徴取してはいけません。

自動販売機等、屋外分煙施設に関係のないものは施設内に原則

設置等しないでく ださい。

●
●

●

●

●

苦情等への対応
市に苦情等があった場合、法令等に基づき、必要な助言等を行う

場合があります。

灰皿の設置

コンテナ型の施設の場合、灰皿を換気扇等の真下又は近い場所に

置き、煙が直接排気されるようなレイアウト にしてく ださい。

また、換気扇に向けて煙を吐く よう案内したり、換気扇と反対側の

ドアや窓を開けると早く 排気されます。

屋外分煙施設設置後は、店舗等の周囲の歩道に面する場所や一般

の人が通行する近く の場所には灰皿を置かないでく ださい。

屋外分煙施設の

利用方法

●

●

●

事 項 内 容

喫煙位置を示す足跡マークなどの位置

で喫煙するよう案内してく ださい。

●

●

3名以上が利用できる施設規模としてく ださい。●

ここに立って

喫煙してく ださい
Please sm ok e on  th is  m ar k

立ち位置を示す足跡マーク例

パーティション型の場合は、

施設内を喫煙エリアと非喫

煙エリアに色分けするなど、

明示してく ださい。

クランク部の内壁は出入口

側の外壁と十分重なるよう

に設置し、非喫煙エリアとし

てく ださい。

利用案内を施設の外側や出入口などに掲示してく ださい。

出入口

喫煙エリア
非
喫
煙
エ
リ
ア

定員は、パーティション型の場合、

1名/m2程度が目安です。

コンテナ型の場合、1名/1.2m 2程度

（ 立位）が目安です。
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施設利用案内の例

名古屋市屋外分煙施設の利用について

定員は 名です。

受動喫煙防止のため、必ず以下のことを守って使用してく ださい。

こ の施設の管理は   ( 会社名・ 電話番号)   です。

この施設は名古屋市屋外分煙施設設置費用助成（ 健康福祉局健康増進課）を受けて設置しています。

●喫煙のために使用してく ださい。
　・ 喫煙時には、会話や飲食等を控えていただく ようお願いします。

●定員を守ってく ださい。
　・ 定員を超える場合は外でお待ちいただく ようお願いいたします。

　・ 足跡マーク等の位置で喫煙してく ださい。

●屋外分煙施設の周囲で喫煙しないでく ださい。
　・ 屋外分煙施設の周囲で喫煙すると望まない受動喫煙を生じるおそれがあり

ますので、施設の中で喫煙をお願いします。

●２０歳未満の方は施設内
立ち入り禁止です。

　・ 子どもを連れての施設内立ち入りも禁止です。

●清掃中は使用しないでく ださい。
　・ 清掃する方に望まない受動喫煙が生じないようにするため、清掃が終わるまで

お待ちいただく ようお願いいたします。

この施設は、健康増進法及び名古屋市子どもを

受動喫煙から守る条例の趣旨である、望まない

受動喫煙が生じないよう、受動喫煙を防止する

ために設置した屋外の分煙のための施設で、

どなたでも利用できます。

9
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第2章 施設設置費用助成の手続き
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1 エントリー申請

2 助成対象の通知

エントリー申請があった方について、現地調査及び事前相談等によりその内容を審査

した上で、エントリー票の提出順に助成対象の適否について通知します。

健 康 福 祉 局 健 康 増 進 課

エントリー票　（ 第1号様式【 要領】）

毎年度4月から申請できます。

必ず、名古屋市屋外分煙施設設置費用助成事業実施要綱（ 以下

「 要綱」といいます。）、名古屋市屋外分煙施設設置費用助成事業

事務取扱要領（ 以下「 要領」と いいます。）及びこの手引きをよく

読んでエント リーしてく ださ い。

提出先

提出書類

提出時期

注意事項

事 項 内 容

メールアドレス： a2637@kenkofukushi.city.nagoya. lg . jp

（ 提出書類をPDFファイルで添付して、メールで提出）
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4 交付決定の通知

交付申請書【 第１号様式】

施設計画書【 第２号様式】

屋外分煙施設を設置する土地又は建物について、正当な所有者

又は使用者であることを証明する書類（ 登記事項証明書、賃貸

借契約書等の写し ）交付申請書を受け付けた日前6か月以内

のもの。

屋外分煙施設の図面（ 案内図、配置図、平面図及び立面図）

屋外分煙施設を設置する前の設置場所の遠景、近景等の写真

屋外分煙施設の設置に係る見積書（ 2者）の写し（ 工事、備品等）

他の助成金等の支援を受けている場合は、その内容及び内訳が

分かる書類

誓約書【 第3号様式】

納税証明書（ 前年の国税、県税、市税）

提出書類

注意事項

3 交付申請書の提出

見積書の宛名は、必ず「 助成金を申請した事業者等の名称」にし

てく ださい。2者からの見積りが必要です。

交付決定前に着手した契約・工事の経費は、助成対象外となりますの

で、ご注意く ださい。

●

●

□
□
□

□
□
□
□

□
□

事 項 内 容

提出先

留 意 事 項

①

②
③

交付決定の通知は、提出書類の内容等について審査するため、交付申請書の提出から1

か月程度かかります。なお、受動喫煙対策のために必要な修正等について指摘する場合

があります。

助成金にかかる書類は、助成金の交付を受けた日の属する年度の翌年度から5年間保存

してく ださい。

通知書に記載する助成金交付の条件を守り、施設運用等をしてく ださい。

交付申請の前に、施設の構造及び設置位置について本市と事前調整をお願いします。

健 康 福 祉 局 健 康 増 進 課

メールアドレス： a2637@kenkofukushi.city.nagoya. lg . jp

（ 提出書類をPDF ファイルで添付して、メールで提出）
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20歳未満の者

の立入禁止

一般開放かつ

無料利用

20歳未満の者は立入禁止としてく ださい（ 従業員も含む）。

子どもを連れての立入は禁止です。子どもが入らないよう工夫を

お願いします。

●
●

屋外分煙施設は、喫煙者は誰でも（ 20歳未満の者を除く ）利用でき

るよう にするとともに一般利用者が利用しやすい場所に設置してく

ださい。

●

事業者名等公表への
同意

名古屋市公式ウェブサイト 、屋外分煙施設マップ等に掲載します。●

施設計画等を変更する場合、若しく は屋外分煙施設設置工事を中

止する場合、又は屋外分煙施設を廃止する場合においては、市長

の承認を受けてく ださい。

施設計画等を変更する場合は、工事を一時中断してく ださい。

●

●

交付決定後の

変更

適切な管理

運用時間等

苦情等への対応

公序良俗に
反しない運用

屋外分煙施設の運用は、公序良俗に反しないようにしてく ださい。●

概ね週5日以上かつ週40時間以上運用してく ださい。●

受動喫煙対策
事業や禁煙啓発
事業等への協力

最低5年間の

運用

受動喫煙対策、喫煙リスク、禁煙メリット 、禁煙支援事業等について、

利用者にポスターの掲示等により情報提供をお願いします。

●

供用開始から最低5年間（ 重点整備区域内の施設は最低3年間）

は運用するようにしてく ださい。

最低期間以内に廃止する場合は助成金の一部を返還していただ

く 場合があります。

●

定期的に清掃を行う など清潔な環境を保つよう にし てく ださ

い。また、清掃中は、清掃者の望まない受動喫煙を防止するた

め、使用できないようにしてく ださい。

●

利用者が利用方法を守らない場合や屋外分煙施設に対する苦情

等について、責任を持って対応していただく よう お願いします。

利用案内に施設の連絡先を記載して下さい。

●

●

地元への周知
屋外分煙施設の設置について、事前に設置場所に隣接する建物

の居住者等に周知し、理解を得るように努めてく ださい。

●

● 助成金交付の条件

事 項 内 容
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5 屋外分煙施設の設置

助成金交付の条件を遵守のうえ、交付決定通知を受けた後に、契約や工事を行ってください。

事業者は、設置工事完了後、速やかに市に報告し施設等の工事完了検査を受けてく ださい。

設置実績報告書【 第6号様式】

屋外分煙施設の図面

屋外分煙施設の全景及び主要な部分の写真

施工業者からの請求書及び請求内訳書の写し

施工業者からの領収書の写し等

提出書類

提出時期

施工業者からの請求書及び領収書の宛名は、必ず「 助成金を申請し

た事業者等の名称」にしてく ださい。

施工業者からの請求書には、具体的な内訳（ 品名、単価、個数等）を

記載してく ださい。（ 別途、請求内訳書の写しがある場合は不要）

振込みで支払いをした場合は、領収書の写しに代えて、振込み書控

えの写しを添付してく ださい。（ 振込人は、助成金を申請した事業

者等の名称と同一にする。）

注意事項

市の工事完了検査後に提出

●

●

●

□
□
□
□
□

6 実績報告

提出先

区 分 内 容

実績報告書の提出後、2週間程度で助成金を確定します。実績報告書を受理した時は、

報告の内容を審査し、助成金の額を確定し通知します。

7 助成金確定の通知

健 康 福 祉 局 健 康 増 進 課

メールアドレス： a2637@kenkofukushi.city.nagoya. lg . jp

（ 提出書類をPDF ファイルで添付して、メールで提出）
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確定の通知日以後の日付で、確定した金額をご請求く ださい。

請求いただいた後、2週間程度で振り込む予定です。

8 請求書の提出

9 助成金の交付

10 施設状況等報告

(1) 定期報告

屋外分煙施設の設置後、毎年度、施設状況等報告書（ 第13号様式）を提出していた

だきます。翌年度の4月から7月末までにご報告く ださい。報告書は施設設置の施設を

廃止するまで毎年提出をお願いします。

(2 )  臨時報告

施設の代表者、屋外分煙施設の区分等を変更する場合、設置状況等報告書を市長に

提出してく ださい。

● 次年度以降の手続き
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● 添付書類

● 運用実績報告書【 第21号様式】
この報告をされた場合は、施設状況等報告書（ 定期報告）の提出を省略できます。

❶及び❸の提出書類は、PDFファイルで添付しメールで提出
メールアドレス： a2637@kenkofukushi.city.nagoya.lg . jp

1 交付申請書の提出（ 年度当初に申請）

2 交付決定の通知

3 運用実績報告（ 年度末に報告）

4 助成金確定の通知

6 助成金の交付

5 請求書の提出

第3章 施設運用費用助成の手続き(新規助成）

運用計画書の内容等を変更する場合や屋外分煙施設の運用を休止する場合は、市長

の承認を受けること。　

屋外分煙施設は、20歳未満の者を立入り禁止とすること。

屋外分煙施設は、一般に開放し 、無料で利用できるようにすること。

市が屋外分煙施設として市公式ウェブサイト 等で周知することに同意すること。

市が行う受動喫煙対策事業や禁煙啓発事業等に協力すること。

清掃等を行い清潔な環境を保つとともに、利用方法を掲示して遵守させるようにす

る等望まない受動喫煙の防止のために適切な管理をすること。

概ね週 5日以上かつ週40時間以上運用すること 。

公序良俗に反しないよう運用すること 。

設置した屋外分煙施設に対する苦情等については、自ら責任を持って対応すること。

屋外分煙施設の運用について、設置場所に隣接する建物の居住者等に周知し 、理解

を得るように努めること。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● 交付の条件

●運用計画書【 第15号様式】
●屋外分煙施設の全景、施設内部の写真
●誓約書【 第3号様式】

この助成は、重点整備区域内に設置費用助成金を活用して施設を設置された事

業者が対象です。
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